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地区とコミュニティ 都市計画 サスティナブルコミュニティ 

   

１ 研究の背景と目的 

日本の近代都市計画は，欧州の国土・地域計画に多大

な影響を受けているが，歴史的な背景や制度体制だけで

なく，地理条件等の違いから，わが国との「距離」を感

じるのも事実である。 

特に離島地域は，地理条件により，周辺の影響を受け

にくいため，固有の資源や暮らし方，文化等により諸問

題を独自に抑制・解決してきたと考えられる。よって，

離島地域には，現在まで育まれてきた，独自の地域コミ

ュニティがあるのではないかと考えられる。このような

原則を具現化させるためには，地域が如何なる方法で，

維持や変容を遂げてきたかを明らかにする必要がある。 

そこで本研究では，姫島村におけるサスティナブルコ

ミュニティの要件を導出するべく，社会関係資本に関す

る評価指標の抽出や姫島村大海地区のケーススタディで

集落構成・生活空間の特徴を把握することを目的とする。 

２ 研究の方法と対象敷地 

２-１ 研究の方法 

本研究では，まず離島集落における生活・生業に関す

る規範意識や慣習等の社会関係資本を調査する。そして

既往研究で明らかとなった，集落構造の変容過程などの

社会共通資本と照合する。最終的に，社会関係資本・社

会共通資本の両面から，大分県姫島村おけるサスティナ

ブルコミュニティの要件を導出することを目標とする。 

２-２ 研究対象地 

大分県姫島村は，瀬戸内海の西端，国東半島の北約 6km

に位置する離島である。また，瀬戸内国立公園の一部で

もある。1975 年に離島振興法の適用地域に指定され，生

活産業基盤の整備などが積極的におこなわれてきた。現

在も一島一村による地域運営を継続している離島である。

３．慣習・規範意識の評価指標の抽出・定義 

３－１ 離島地域の集落を支える社会関係資本 

離島地域は，自立的な地域として現在まで成立してき

た。そこで，離島集落において，昔から続く規範意識，

慣習等の島を支えてきた社会関係資本を整理・分析する

ことで，サスティナブルコミュニティの要件を把握した

いと考えた。まず，全国の離島や集落の現状を把握する

ために，「基本属性」，「生活基盤」，「産業構造」，「行政施

策」の 4 つ項目が，地域の慣習などにより，増加または維

持している事例の収集 3）4）5）6）7）8）を行った。その結果，

『基本属性』（人口・世帯数），『産業構造』（農業・漁業）

に関する事例が多くみられた。次に，それらの事例から，

キーワードとなる項目を抽出すると，「土地や家屋の問

題」,「連帯感・仲間意識」，「産業と担い手の問題」，「困

窮対策」などが挙げられた。また，これらの項目を 〈共

同体〉，〈産業〉，〈土地・家屋〉に分類し，内容をまとめ

た（表 1）。 

 

 

 

 

 

３－２ 姫島村の集落を支える社会関係資本 

３－1 で明らかになった〈共同体>，<産業>，<土地・家屋

>の 3 つの分類ごとに，姫島村における社会関係資本につ

いて文献調査とヒアリング調査を行った（図 1）。 

〈共同体>姫島村では，慣習や祭事によって，住民同士の

連帯感・仲間意識を深めていたことがわかる。また，こ

れらに関係する社会共通資本として公民館が挙げられる。

以前は若者宿として，現在は各地区の交流の場として，

図 1 慣習と建物の体制図 

表 1 社会関係資本の評価指標 

分類 項目 内容

＜共同体＞ 「連帯感・仲間意識」 住民同士の相互扶助に関する慣習について

＜産業＞ 「土地や家屋の問題」 島内の土地や家屋に関する習慣について

「困窮対策」 島での困窮時の対策について

・農業や漁業に関する慣習について
・就労の場や後継者の確保について
・農業や漁業に関する規制や独自のルールに

「産業の担い手の問題」
＜土地・家屋＞

規範意識
・

慣習
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現在まで継承されている。 

<産業>島独自の漁業に関する規制により，漁場を守って

きた。また，長男子相続の意識と，家族での漁労形態に

より後継者を確保してきたことがわかった。 

<土地・家屋>長男が本家を継ぎ，次男以降も島内に家を

建てられた。また，財産は本家と分家で折半するが，交

際費等は軽減されるため，暮らしやすい環境にあった。

これにより，島内に世帯を増やしていったと考えられる。 

４．サスティナブルコミュニティの要素 

姫島村におけるサスティナブルコミュニティの要素を，

社会共通資本・社会関係資本の両面から明らかにする。

社会関係資本に関する評価指標として，〈共同体〉，〈産

業〉，〈土地・家屋〉，社会共通資本に関する評価指標とし

て〈ゾーニング〉，〈境界〉，〈生活空間〉，〈オープンスペ

ース〉，〈交通〉がある。これらの評価指標を社会関係資

本，社会共通資本，社会関係資本・社会共通資本両方に

含まれるものの 3 つに分類し，5 つのサスティナブルコミ

ュニティの要素を抽出する（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

５ 大分県姫島村大海地区における社会共通資本の特徴 

3-2 で姫島村における社会関係資本に関する 3 つの評価

指標が明らかとなったため，5 章では，姫島村における社

会共通資本を明らかにするため，既往研究 2)によって示さ

れた 5 つの評価指標に基づき，ケーススタディを行った。

対象とする集落は，季節風と集落構成・生活空間の関係

が顕著に表れている大海地区とした（図 2）。 

〈ゾーニング〉大海地区は他地区に比べ，農業に重点を 

置いていたので 9），1970年頃までは，集落の周りには水田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や畑が広がっていた。しかし，後継者不足や集落内の車

道整備に伴い，水田や畑は減少していった。1990 年以降 

は家屋周辺のみに畑が存在し，家屋は密集していない。

このような配置が多いのは，季節風である『アナジ』の

影響を受けにくいためと考えられる。 

〈境界〉1990 年以降，海岸沿い道路の整備と同時に，そ

の付近に集落が拡大している。また，1970 年～1990 年に

かけて，農地が収縮していることがわかる。 

〈生活空間〉大海地区の家屋は，台風による強い風の影

響を大きく受けるため，母屋は丘陵地では斜面側，平地

では北側に建て，母屋全面に納屋や隠居屋を設ける傾向

がある。また，家屋が塀や建物で四方に囲まれ，閉鎖的

に配置されている傾向にあるのは，中庭で漁具の準備や

芋を干す作業を行うための静穏域を確保するためである。 

〈オープンスペース〉祭事や慣習と結びつきの深い『公

民館』は，海岸沿いの整備後，立地を変えながらも継続

して存在している。また，漁業関連施設である『恵比須

社』，『見張り小屋』，は基盤整備などの環境の変化後も変

わらず存在しており，『漁具庫注1)』は，1990年代～2000年

代にかけて新たに整備された。 

〈交通〉漁港への最短経路である『セド』が形成されて

おり，居住と労働は相互に結びついているといえる。さ

らに中央の道は，1970 年～1990 年の間に整備された海岸

沿いの幹線道路とも交わっており，『辻空間』を構成し，

1990 年以降は，集落の主な入り口となっている（図 2）。 

６．総括 

本研究では，離島集落における生活・生業に関する規

範意識や慣習等から社会関係資本の評価指標を抽出し，

既往研究 2)で明らかとなった社会共通資本の評価指標と照

合する。これら 8 つの評価指標を社会関係資本，社会共通

資本，社会関係資本・社会共通資本両方の 3 つに分類し，

【共同体】，【産業】，【土地利用と生活空間】，【オープン

スペース】，【交通】の 5 つのサスティナブルコミュニティ

の要素を明らかにした。 

【補注】 

注1) 海岸沿いや家屋の敷地内にある漁業の道具を入れる作業をするための場所。  
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1970 年代 2000 年代

1990 年代 平面図

図 2 大海地区の変遷図と平面図 

表 2 サスティナブルコミュニティの要素 
サスティナブル
コミュニティの要素

分類 評価指標 内容

【共同体】 ＜共同体＞ ・住民同士の相互扶助に関する慣習やコミュニティの個性
【産業】 ＜産業＞ ・産業に関する独自の規制やルールまた慣習

＜土地・家屋＞

＜ゾーニング＞
＜境界＞

＜生活空間＞

【オープンスペース】 ＜オープンスペース＞
・誰もが利用することのできる場（信仰対象物，生業に関するイ
ンフラ，公共施設等）

【交通】 社会共通資本 ＜交通＞
・自動車を使用しない，歩ける程度のコミュニティ
・集落間を結ぶ経路や生業の場を結ぶ経路

・集落特性に従った集落構成や生活空間
・集落の慣習などに従った土地利用

社会関係資本

社会関係資
本
・

社会共通資
本

【土地利用と生活空間】
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